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少し変わる何かが変わる。初めて読むひと、二度目のひと、男も女もだれの心も、 

国民的ベストセラーの優しい感動につつまれる。 

 

１． 歓ぶ～毎日がとてもしんどく感じられるこのころのことです、一日一日どんなことがあ

っても喜ぶ、そう決心しました。そして喜びを毎日手帳に書くことに決めました。この

暗愁に満ちた人生を励ましてくれるのは日々の喜びです。それ以外にはありません。

喜ばせ上手は他人に対しても開かれた温かい視線で接することが出来るのではな

いでしょうか。 

２． 悲しむ～私達はもっと素直に心の中の切なさを、悲しみ又は苦しみを、はっきり口に

出して表現した方がいいのではないでしょうか。悲しむことを忘れた人間に本当の喜

びが訪れるわけがないと、僕は思います。 

３． 買う～私たちは成功する買い方もあり大半は失敗します。でもそうやって買うという行

為を積み重ねていく中で、少しずつ何かを学んでいくのではないでしょうか。 

４． 笑う～＜笑う門には福来る＞というように、私達の一人一人が笑い、また笑われるこ

との面白さ、悲しさの中を生きているのです。一般の人が家庭用のビデオで撮った

作品をグランプリで選ぶ番組を見ていて思わず大笑いしました！ 

５． 占う～占いを気にするのは心の中のズーと深いところにあるのは古代人の超自然的

なものに対する恐れであり、人間のとても大事な心の働きではないでしょうか。 

６． 喋る～蓮如という人は自分の信仰を広げていくうえで自分の言葉で直接喋るという

ことを非常に大切にしました。蓮如は「喋らぬものは悪人である成仏できない」と、 

極端な事を云った。僕は女性も男性も、もっと多いに喋って、喋る中から自分人間ら

しさを育む必要があるのではないかと思います。人が何と言おうと・人は喋る事によ

って人は成長するのです。 

７． 働く～全ての生物は働きながら生きている、たとえ遊んでいるように見えても実は働

いているのです。生存ということが既に激しい戦いであり労働なのです。 

貧弱な 1 本の麦の苗が育つのに根の総延長数は実に 1 万 1 千 2 百キロメートルも

あった、そこから必死で生命の糧を吸い上げつつ生き続けているのは実に感動的で

はありませんか！ 

８． 飾る～化粧以上に大切なことは微笑する事でしょう。微笑みは自然にできた生のま

まの表情ではなく、社会的な無意識の訓練の中で学んできたものです。 

京都に行くと古い日本が見られると思われがちですが、日本の心ではなくて、その



飾りの下にあるのは国際的な精神であり＜美の構造であり、様式である＞そんな感

じがします。 

９． 贈る～物が時として言葉以上に雄弁に心を語るのだとしたら＜贈る＞という行為の

難しさ、奥深さ、そして面白さに気付いて、送り上手、贈られ上手になりたいと思うの

です。金沢の和菓子＜そば棒＞はシャキシャキした歯ごたえがあり、なかなか美味

い、単価が安く友人に送ったところ、とても好評で僕の“贈るヒット作”のひとつです。 

１０．泣く～涙を流すことは恥ずかしい事ではないのです。泣くことも又、文化の一つなの 

ですから、思い悩み・取り乱し・弱音を吐いて悲しみ、泣くことによって心の奥深くうっ 

せきしたものを涙と慟哭によって発散する回路があるのではないでしょうか・・・ 

１１．眠る～人は眠る事によって育ち、眠る事によって成長するのです。南アジアのある 

先住民の社会では一日のことを＜ひとつの昼＞と、＜ひとつの夜＞と呼ぶところが 

あるそうです、二つの全く違った世界と考えているわけです。 

１２．想う～“人生に希望はあるのか？”＜人生に価値はあるのか？＞このような問いを 

抱き人生の終着駅である＜死＞に思いを巡らすことが実は、とっても大切だと思うの 

です。中世のヨーロッパにはメメントモリ＜死を想え＞という言葉があり＜自分達はど 

こから生まれてきて、何処へ行くのか＞と、一日も早く意識して考えようと、そして死 

を恐れることなく、まるでそういう観念が自分の友達であるかの如く親しんで生きるこ 

とのほうが、実は大事なのです。余力があれば世の為・人の為に働けるに違いない、

有限の人生と感じたとき＜この 1 年間を本当に大事に過ごしていかなければいけな

い＞と考えると思います。 
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